
Title デュウゼンベリの投資理論
Sub Title Prof. Duesenberry on the theory of investment
Author 大熊, 一郎

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1956

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.49, No.3 (1956. 3) ,p.193(25)- 202(34) 
JaLC DOI 10.14991/001.19560301-0025
Abstract
Notes 資料
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19560301-

0025

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


> 

. 

三
'田
學
會
雜
藓

■塔
四
十
九
卷
第m

號

,

.

.

パ

へ

r
ベ

.
：
•-
%
の
な
の
で
あ
：る
0
.
:
い
わ
ば
厚
生
經
濟
學
の
隱
に
示
さ
れ
る
、
；厚
生
.證

：と
；
 

g
l

;:'
:

の
對
比
が
要
求
は
抓
ょ
ぅ
。
こ
れ
が
今
後
の
計
畫
の
重
要
な
課
題
の
一
：つ
と
考 

■
.

-
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
.。

5 .

一
 -

.

.

.

:

約
言
す
れ
ば
、「

利
用
す
る」

，「

考
_慮
.す
る」

と
い
ぅ
；こ
と
は
客
觀
的
で
且
つ 

~'
,
-
•

相
反
し
な
い
自
的
規
準
が
興
え
ら
れ
、
そ
の
目
的
が
經
濟
學
的
に
は
い
か
な
る
. 

W
:.
'

:

:狀
態
を
示
し
て
い
る
の
か
を
明
確
に
規
定
し
な
け
れ
ば
ナ
シ
セ
ン
ス
に
な
る
。

. 

I-. 

と
い
ぅ
こ
と
は
、
目
的
と
手
段
と
は
別
個
の
も
の
で
は
な
く
、
手
段
は
0
1
1
的
を 

|';这
'.
.

:

::
\
' 

.
與
え
ら
れ
て
勒
め
：て
意
■
伐
も
ち
、
ま
た
、
目
的
は
諸
手
段
相
互
め
交
渉
か
ら
：
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制
約
を
受
け
'て
く
る
か
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S

で
あ
る
。
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「

ソ
同
盟
に
ぉ
|け
る
社
會
主
義
.の
經
濟
的
諸
間
題」

：
靑
木
文
虜
販
譯
0 

； 

(

駄
2)

出
田
雄
三
敎
授「

資
本
主
義
經
濟
計
»
と
社
會
主
義
經
濟
計
畫」

ー

一，
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 ̂
volkswirt—

■ wchaft der U
d
S
S
R
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g
e
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a
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 Freissystem der sowjetunion, 1953. s. IS, 
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1955.

p..

<D
1
,
:

:

(

f
 J:

.赞
辍
判
定
に
つ
い
て
唯
一
の
判
定
規
準
が

.な
く
、
.む
し
ろ
對
立
的
な 

.,7'

ノ 

.規準
‘さ
^

あ̂
る
と
い
ぅ
こ
と
が
、(D.,Qranick..” 

：
 M

a
n
a
g
e
m
e
n
t
.

,

、 

o
f

.c
l
-
h
e 
甘dustrial 

F
i
r
m

 in the U
S
S
R
,

 1954. p
,
188

.
)

員
値

.

法
則

€>
,
-,
利
用」

と
い
ぅ
槪
念
を
あ
い
ま
い
に
す
る
'の
で
あ
る
。「

利
用」

し 

; 

,な
が
ら
、
ネ
れ
自
身
を「

否
定」

す
る
と
.い
う
考
え
方
は
.理
酵
困
難
で
.あ
.
5。

- 

 ̂

■

四
.'
:

.'(
I:九

：： .

一a
' .
' 

'

:
:

(

氣
賀
健
三
：敎

授「

ス
：：.タ
：丨
リ
シ
論
文
に
#
け
る
經
濟
法
則
論」

三
田
學
會 

雜
誌
四
十
七
卷
.
S
。)

:

/

ン

•「

利
用
'—
を
制
限
す
■る
規
準
に
政
策
決
定
當
：事
者
め
；恣
意
が
入
り
易
.い
と
い 

:

ぅ
所
に
問
題
が
あ
る
。

.
、

•

(

M

6)

.-
厚
生
槪
念
の
.展
開
に
つ
い
て
，は
紹
介
欄
.の
拙
槁
參
照
。
.

(

註 

7) 

S
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n
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.三
〇
年
ー
〇
月
掃

-
•

デ

；

ゥ

ゼ

ン

' 

ベ
リ
の

m

資

理

論

.

大

熊

郞

デ
ュ
.
.ゥ
ゼ
ン
べ
リ
の「

經
濟
發
展
理
論
の
諸
麗」

と
題
す
る
論
文
[1
]
は
經 

濟
發
展
理
論
の
多
岐
に
亙
る
內
容
を
要
約
的
に
扱
つ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

. 

呻
心
を
な
す
®

は
、
經
濟
主
體
を
し
て
資
本
形
成
を
促
進
さ
せ
る
主
導
力
の 

分
析
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
デ
ュ
ゥ
ゼ
ン
ベ
リ
は
經
濟
發
屎
理
論
の
ニ
つ

の
 

觀
黠
：と
し
て
、
第
，一
は
資
本
形
成
を
遂
.行
す
る
た
め
に
必
要
な
資
源
の
物
理
的 

移
轉
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
.り
、
第
一
一
は
一
：組
の
經
濟
主
體
を
し
て
資
本
形
成. 

に
着
手
せ
し
め
、
別
の
一
組
の
經
濟
主
體
を
し
て
必
要
な
資
源
利
用
を
他
の
目 

的
、に
抛
桀
せ
し
め
る
主
導
力
を
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
、
.こ
の
論
文
は
も 

つ
ば
ら
後
潜
の
論
議
：に
充
て
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
後
卷
か
分
析
を
企
業
者 

の
投
資
決
意
と
i

渚
の
貯
蓄
行
爲
の
分
析
と
解
す
る
.■な

ら
ば
、
.こ
の
論
文
の
. 

主
要
內
容
は
授
資
淡
意
办
主
導
カ
の
分
析
に
集
中
さ
れ
て
い
る
：と
見
ら
れ
る
" 

先
に
デ

^
ゥ
ゼ
ン
べ
リ
；̂

「

所
得
、
貯
蓄
お
ょ
び
1

者
行
爲
の
理
論」

：
に
.お 

い
て
、
I

者
行
爲
の
宝
導
力
を
心
理
學
並
び
に
^
會
學
的
根
據
を
た
ど
つ
て 

分
析
し
た
が
、
こ
の
論
文
は
、
彼
が
さ
ら
に
投
資
決
意
の
分
析
に
進
ん
で
、
.前 

者
と
の
關
迎
に
お
い
て
新
し
い
經
濟
變
動
論
を
準
備
し
.つ
つ
あ
る
.こ
：と
を
录
唆
：
 

し
て
、
一
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
0 

:

-
い

-
:

デ
ュ
ゥ
ゼ
ン
べ
リ
の
投
資
興
論

一̂

^

^

^
球

：
^

^
§
a
a
l
a
-
J
t
^
l
-

-
-
-
• 

j
 

9

一̂
;
^
:
;

經
濟
發
展
の
理
論
は
近
年
解
析
的
に
す
ぐ
れ
た
表
現
を
興
え
ら
れ
て
活
潑
な 

展
開
を
示
し
て
い
.る
が
、
そ
の
活
潑
な
展
開
と
と
も
に
、
次
の
ニ
黙
が
反
省
さ 

れ
つ
.つ
あ

る
。

，
'第
一
.に
、
.當
初
の
成
長
率
理
論
に
窺
え
る
ょ
ぅ
に
、
.經
濟
主
體 

の
合
理
的
行
爲
を
表
現
す
る
も
の
.と
し

て

の

、
;'
,
'
投

資

函

數

の

分

析

が

巡

ず

し

も 

明

權

や

な.か
つ
：.た
.と
■と
。：：：第
脾
え
ら
れ
た
利
调
獲
得
の
機
會
に
對
し
て 

主
體
が

.い
か
に
合
理
的
に
順
應
す
る
か
は
一
、應
解
明
さ
れ
た
と
し
て
も
、
主
體 

が
利
潤
獲
得
の
機
會
を
い
か
.に
創
鐵
す
る
か
は
、
解
析
的
に
は
必
ず
し
も
十
分 

,

な
表
現
を
興
え
ら
か
て
い
な
い
こ
と
。
後
者
：は
形
と
し
て
は
墨
的
投
資
に
屬 

.し
、

効
果
と
し
て
は

0
£ぼ
的
；
の
上
昇
の
.ー
紙
分
で
或
い
は
示
さ
れ
る
と
し 

て
も
、
.企*

?

の
決
意
と
の
機
能
I

速
が
明
か
次
.な
い
。

ハ
ン
セ
ン
.は

rft 

氣
循
環
と
國
民
所
得」

の
中
で
、
所
得
變
動
の
近
代
理
論
に
お
け
る
三
つ
の
耍 

.素
と
し
て
、
：-
㈠
資
本
か
限
界
効
率
.と
利
子
率
の
關
碍

■.㈡
加
連
度
原
理
、
㈢
投 

資
乘
數
を
擧
げ

o
rユ
ヴ

ゼ

ン
ペ

リ

も

ま
た
こ

の

論
.文
.で
こ
の
文
脈
.を
.利

用

し 

て
■

い
る
'

S

て
い
る
が
、
少

く

と
.も
後
ニ
.者
は
と
..の
第
二
の
點
に
は
關
係
が
な 

い
。

(

し
へ
た
が
っ
.

て

デ

ュ

.
ゥ

ゼ

ン

べ

リ

も

限
界
効
率
表
の
批
判
.に
論
文
の
多

く 

.

を
.
割
.
い
.て
：.い
る
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ブ
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-
•
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v

:t
バ

い

ゼ-ビ

'
ソ

，'

-プ
，
'
: 一
：

• 

.

.

.

.

、
y
v

 

に
'
'
’ 

V-
;

-
. 

, 

’ 

■

ヨ
田
擧
會
雑
誌
第
四
十
九#

，
第

三

號

>■
ノ 

" 

’ . 

, 

•

, 

- 

£
,ハ，

(

.一
，t

s

W

ト

':-

V
バ
.
.
.
そ

,

.意
欲
の
，绝

明

に

力
力
注
グ
れ
た

.，'±
-
3
.に
..，
.
' 
.
.
投

資

行

爲
.に
'お
.
け

る

企

の
.授
資
..
•
-
.
.
.祈
を

無

視

し

た..の.で
.も
な

い
。
' し
か
し
、
"
長

期

均

衡

に

お

け
る
不
完
全
賺
电
太 

w-
'
v
. 

.

.

,
.

窟

欲

が

强

調

さ

れ

て

い

る

。

こ
：の

.よ
う
な
旧
資
：の
起
動
カ
^
思

義

，
は

、
.
.：投

資

函
.
' ' 

不
可
：能
で
あ
る
と
い
：う
'の
'が
、'彼
ら

の

考

え

方

で.あ
.つ

た
:°
こ 

' ケ 

,

.

數

上
>5
冒

れ

る
)|
1
膘

過

程

一-
加

連

度

原

理

や

資

本

の

物

理

的

'.

(

難 

イ
ン
ズ
め
：均

衡

狀

態

が
>い
，か
な

る

均

衡

で

あ

る

か

は

別

と

し

て

、

ケ

イ

ン

ズ

^

' 

'

限
思
效
奪
表
に
よ
る
動
者1

か
ら
比
較
的
自
由
な.經
濟
變
&

5面
に
.お

い

:
.
:
读
る
.種
の
不
完
全
雇
用
均
衡
が.可
能

で

，あ

る

こ

：と

を

示

し

.

た
：：

の

で
.あ
る
。

'
\ E

て
、-

最
も
効
果
的
に
把
掘
：

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

' し
た
が
，
っ.

.■
•.,

新

黨

派

の

動

態

理

諭

卷

ま

れ

て

い

る

基

本

的

觀

念

を

總

括

す

れ

ば

次

の 

ン
'

 

.

、

て、デ
ュゥゼ

.

ン.

べ
リ
の
分
析
は
、

' ,

景

氣.

の
上
向
轉
換
黙

.

の
說
明
に
つ
：い
て
妥
八
：：

よ

'
う

'
に
言
え
よ.

う
。

い
か
愈
る
時
に
；お
い

)

て
-%

經
濟
體̂

ユ
：
一
個
の
十
分
に
自 

^

ン
'

 

當
性
を
も
ち
得
る
か
ど

.

^

か
に
よ
っ.

.
て
: '

別
に
檢
射
す
る

.

こ
：と
が
セ5

う
。

.
定.

さ

れ

た

均

衡

醫

を

保

有
1>
:

て
い
る
。
；
こ

の

驗

：に
.お
い
て
は
あ
ら
ゆ
る
商 

 ̂

:

1
:

新

古

取

派.

ケ

イ

ン

ズ.

シ

ュ

ム

ぺ1 ,-
-

タ

ー

：
.
，

 

'
 

品
、.

あ
ら
ゆ
る
用
役
に
っ
：い

.

て
價
格
お
よ
び
產
出
高
の

|

時
的
均
衡
値
が
得
ら 

_

i

^

y

V
,

.

•:
.
.
へ 

れ

、
：：そ

？
中
に
は
貯
蓄

^

あ

ら

谗

る

型

の

資

本

髮

ど

：が
含
ま
れ
る

0

.
も
し
均 

T,
:

.

最
初
に
：經
濟
發
展
の
徑
路
上
に
お
け
る
新
古
典
派
と
ケ
イ
ン
ズ

A
J

の

模

型

を
■

■衡
が
達
成
さ
れ
摄
亂
要
素
が
現
わ
れ
な
け
れ
ば
：、
'.次
期
の
新
均
衡
位
置
は
前
期 

一
，*

比
較
し
、
そ
の
相
違
を
檢
射
す
る

0,

デ
a -

ゥ
ゼ
ン.

ベ
リ
に
，よ
る

.

兩

模

型

め

比

較

一

の

投

資

に

よ

る

資

本

蓄
積

の
增

加

を

考

慮
す

る

こ
と

に

よ

っ
て

決

定

さ

れ
る

。
.

一. 

'

分
析
は
ク
ラ
イ
ン
の「

ケ
イ
.

ン
：；

ス

革

命

」

に

お

け

る

解

釋̂
為
と
ん
ど
踣
る
と
：

上
に
述
べ
た
よ
う
な
攪
亂
耍
素
ば
主
體
の
確
信
の
靈
の
變
化
と
俟
つ
て
景
氣 

バぐ
ころ
がな

.い
。'利
子

1
-の
値
が
負
に
な
り
得
な
い
と
い
う
制
約
條
件
を
加
え
る
の
振
動
を
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
.し
か
し
決
定
的
な
黯
は
、
體
系
が
常
に
#
衡
に 

ブ
づ
.

.，‘

た
ち
ば
、

新
古
典
派
の
體
系
は
過
剩
決
定
と
な
っ
て
當
然
內
部
、に

矛

盾

を

生

向

う

傾

向

が

あ

る

こ

と

、
且
っ
.そ
れ
は
常
に
完
全
雇
用
均
衡
で
あ
る
と
ハ
う
こ 

じ
、
完
全
雇
用
の
達
成
が
阻
ま
れ
る
。
ケ
イ
ン
ズ
の
貢
狱
は
流
動
性
選
好
の
.利

.

. 

'
，

.，と
で
あ
石
0 

: 

J 

,

/ :

子
率
に
關
す
る
売
全
輝
力
性
に
よ
っ
て
利
子
率
の
最
低
限
，度
を

指

摘

し

た

こ

と

ケ

イ

ン

ズ

の

景

氣

循

環

理

論

は

そ

の

先

行

者

の

.
醫
と
殆

ん

ど
同

一

で

あ 

/•
-

で
は
な
く
、
利
子I"

に
な
ん
ら
か
の
制
約
が
課
せ
ら
れ
た
場
合
、
古

典

派

體

系
.
る
。
：彼
：の
理
論
を
構
成
す
る
も
の
は
投
機
的
議
と
期
待
で
あ
り
、
醫

と

悲
 

:

:

に
矛
盾
を
生
ず
る
可
菌
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
こ
.と
で
あ
る
0
こ
の
內
的
'
.
.觀
と
の
自
已
擴
脹
的
波
動
で
あ
る
。
た
だ
投
機
は
價
議
貴
で
な
く
•寒
來
利
潤 

,

矛
盾
の
ケ
イ
.ン
ズ
に
よ
る
别
抉
に
對
し
、
ク.ラ
イ
ン
は
疆
的
な
賛
騷
を
呈
し
、

と
危.菌
引
率
と
の
關
係
に
も
っ
ぱ
ら
誘
發.さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ケ 

丨

デ
ュ
ゥ
ゼ
ン
ベ
リ
は
內
輪
な
評
價
を
下
し
て
い
る
。

 

.イ
ン
ズ
の
體
系
で
は
價
格
騰
貴
は
重
要
な
役
割
を
與
え
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ 

.新
古
典
派
の
描
く
均
衡
狀
態
は
長
期
完
全
雇
用
均
衡
で
あ
る
。
完
結
し
た
均

..

.
は
ケ
.イ
ン
ズ
が
、
完
全
雇
用
は
ブI

Aの
絕
頂
に
お
い
て
す
ら
滅
多
に
達
成
さ 

「

.

衡
體
系
か
ら
の
乖
離
は
第
一
に
銀
行
お
よ
び
政
府
の
政
策
か
ら
生
ず
る
攪
亂
で
れ
な
い
と
想
定
す
る
か
ら
だ
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
：。
要
す
る
に
、
新
古
典
派 

.

. 

說
明
さ
れ
、
第
二
に
は
イ
ノ
ヴ
-
イ
シ3
ン
に
よ
る
均
衡
徑
傭
の
轉
涖
に
よ
つ
が
完
全
雇
用
狀

p
を
め
ぐ
る
振
動
を
考
え
た
の
に
對
し
、
■ケ
イ
ン
ズ
は
完
全
雇

用
水
^
以
下
の
均
衡
辦
を
め
ぐ
る
振
動
を
考
え
た
も
の
で
あ
る
。

新
古
典
派
お
ょ
び
ヶ

ィ

ン

ズ
の
體
系
に
お

い

て

は

、

各
時
黯
に
確
定
せ
る
均
. 

衡
辦
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
時
黯
に
お
い
て
資
本
の

.

「

眞
の」

限 

界
効
率
が
存
し
、
そ
の
値
は
勞
働
供
給
、
資
本
現
査
里
、
.技
術
知
識
の
狀
態
に 

依
存
す
る
。
投
機
や
期
待
要
素
は
豫
想
限
界
効
率
を
そ
の
眞
正
値
か
ら
外
ら
す 

で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
眞
正
値
は
常
に
す
る
。
ヶ
ィ
ン
ズ
が
限
#'
効
率
の
. 

決
定
で
短
期
期
待
耍
素
を
强
調
し
て
も
、
.彼
の
文
脈
比
そ
の
底
に
客
觀
的
基
準 

の
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

こ
の
眞
の
1

効
率
表
は
常
に
下
尚
き
の
傾
斜
を
假
定
し
て
い
る
が
、,
そ
の 

客
觀
的
裏
付
け
は
資
本
蓄
積
の
.增
加
と
產
出
高

.の
增
分
と
の
間
に
存
す
る
.

「

攸 

.益
i

の
法
則」

で
あ
る
。
し
か
し
、
收
益
遞
減
法
則
を
投
資
か
ら
の
收
益
の 

分
析
に
適
用
さ
す
た
め
に
は
、
經
濟
體
系
の
性
格
に
つ
い
て
一
づ
.の
ま
定
を
_
. 

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
經
濟
體
采
內
に
お
い
て
、
..各
種
資
源
そ 

れ
ぞ
れ
の
單
位
當
り
限
界
收
入
生
產
物
が
資
源
の
あ
ら
ゆ
る
利
用
に
お
い
て

 ̂

等
し
い
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
こ
の
ょ
う
な
最
適
配
分
狀
態
が
.成
立
し
て
い
る
. 

な
ら
ば
、(

規
模
に
對
す
る
收
益
遞
僧
を
無
視
す
る
な
ら
ば
、)

/
資
本
の
蓄
積
に 

應
ず
る
.資
本
の
限
界
生
產
力
は
！
^
し
な
.け
れ
ば
な
ら
な
い
。，
經
濟
體
系
內
.の 

個

々
の
產
業
の
消
長
が
相
異
つ
て
も
、
..資
源
の
移
動
は
結
果
的
に
經
濟
全
體
に 

:お
い
て
資
本
の
限
界
効
率
を
遞
減
せ
し
め
.る
で
あ
ろ
う
。
伹
し
、
•■
>
.

」

れ

は

霧
 

水
準
を
低
下
せ
し
め
ず
し
•て
產
®

加
に
十
分
對
應
す
る
需
要
增
加
が
：存
す
る 

:場
合
で
>
る
。
國
民
所
得
が
一
定
な
ら
、
限
界
効
率
表
は
直
接
限
界
收
入
の
減 

.

.少の
故

.に
^

す̂
る
で
あ
ろ
う
。
：

: 

.

需
要
が
產
出
高
の
增
加
t
對
檲
し
て
擴
張
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
ド
ー
マ
，

デd

ゥ
ゼ
ン
ベ
リ
の
找
资
理
論

 

.

I

の
成
長
率
模
型
を
考
察
す
れ
ば
よ
い
。
完
全
雇
用
は
現
實
に
I

さ
れ
る
か 

.、

.£
う
か
は
別
と
し
て
、
資
本
の
限
界
生
產
力
と
貯
蓄
率
と
で
與
え
ら
れ
る
客
觀 

的
に
得
ら
れ

.る
投
資
機
會
を
投
資
者
が
利
用
す
る
な
ら
ば
、
，完
全
谓
用
は
i

 

す
る
こ
と
が
で
き
る
0 

:

-
資

本

の

證

I

界
効
率
表
に
依
據
す
る
投
資
理
論
に
對
す
る
デ
泌
ゥ
ゼ
ン 

Y

リ
.の
批
判
は
、
.資
本
の
物
理
的
收
益
遞
減
法
則
が
投
資
決
定
の
た
め
の
妥
當 

.な
要
因
で
は
.な
：い
.こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
第
一
，に
、
勞
働
力
の
露
が
豐 

富
で
あ
れ
ば
、
潜
在
的
に
は

-の
双

員

が

可

^

で

あ

づ

て

も

そ

の
實
現
は
阻
む 

こ
と
が
で
き
る
:0
少
く
と
も
資
本
の
增
加
と
人
口
の
增
加
と
が
同
.一
の
步
調
で 

進
む
な
ら
ば
、
資
本
0
限
界
生
產
力
は
減
少
を
免
か
れ
る
。
新
古
典
派
理
論
で 

.は
、
年
々
の
增
⑽
豸

_
カ
は
直
ち
に
そ
の
各
㈣
砠
に
お
け
る
限
晁
生
產
カ
が
均 

.等
に
な
る
よ
う
に
.雇
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
資
本
の
收
益
i

が
避
げ
ら 

れ
る
に
は
、
：年
：々
，沿
資
本
成
長
率
が
同
じ
年
の
人
口
增
加
率
に
等
し
く
な
く
て 

は
な
‘
^
'
な
い
。
農
村
を
プ
ー
ル
と
す
る
產
業
豫
肇
の
存
在
は
現
實
に

、
i

 

的
產
業
を
し
て
資
本
の
收
益
觀
法
則
の
懕
カ

.を
感
ぜ
し
め
な
い
で
あ
ろ
う

,；
0 

.過
去
の
經
驗
で
'は
完
全
雇
用
が
：.
02.
1
1
1
1
的
.を
形

成

し

た

こ

と

'
は

な

か

つ
た
と 

.言
つ
て
差
支
え
な
い
：で
あ
ろ
う
。

,

第H:

に
.、V

ド
ー
マ
ー
.の
模
型
に
よ
れ
ば
、
客
觀
的
意
味
で
の
投
資
機
會
は
常 

:

に
存
在
可
能
で
あ
る
。
客
觀
的
な
.投
資
機
會
の
缺
如
に
よ
っ
て
不
況
を
説
明
す， 

る
.こ
と
.は
'で
き
な
い
。
.も
し
投
資
が
先
に
述
べ
：た
よ
う
に
限
界
貯
蓄
性
向
と
資 

.

.本
の
配
界
生
產
力
：と
の
積
に
等
し
，い
率
で
擴
張
す
る
と
す
れ

ば

、.

產
出
物
は
現 

0

格
水
準
を
維
持
し
つ

.つ

.賣
れ
る
の
..
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
i

力
が
完
全 

に
利
用
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
上
述
の
よ
う
に
資
本
の
物
理
的
生
產
力
は
f

し 

な
い
か
ら
、
或
い
は
賃
金
が
騰
貴
し
な
い
か
ら
、
投
資
の
有
利
性
は
保
た
れ
る

mm

七

(
I

九

$き
m
ft
!

ili

.

.

.

.

.

I
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.

で
あ
ろ̂

"

勞
働
力
が
完
里
ぬ
：利
用
さ
れ
な
い
が

.

ぎ

り

、
客

觀

的

な

投

資

_

會
 

■

,
 

•

は
た
え
ず
存
在
し
な

.

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

.

,
:

一

」 

現
實
に
投
資
が
不
足
す
る
の
は
、
'投
資
機
會
が
存
在
し
て
.も
そ
抓
を
却
る
者 

一
 

が
な
い
か
ら
.で
あ
る
、
.
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
經
濟
全
體
と

,1
.て
客
觀
的
に
.

一
,

.

授
資
機
會
が
存
在
す
る
と
し
て
も
、
' 投
資
は
個
々
の
.投
.資
者
の
共
同
に
よ
つ
て
.

I 

.

行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
投
資
.は
技
辦
進
步
の
導
'入
が
需
要
增
加
な
き
場
合' 

で
も
有
利
で
あ
る
場
合
に
行
わ
れ
る
か
、
ま
た
.は
個
■々
.の
'生
氣
W
に
.對
す
る
.需 

I'-

,

要
增
加
が
現
わ
れ
る
加
速
度
原
理
の
作
用
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
投
資
の
變
動 

-'
■

•

'

,

は
資
本
の
限
界
効
率
遞
減
に
よ
つ
て
■
明
さ
れ
る
.もの
.

で
.な
く
、、
外
生
要
素
と 

乘
數

‘
加
遽
度
の
交
瓦
作
用
と
に
よ
つ
て
說
明
，さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
個
々
- 

<■
.

へ

,

の
企
業
に
.お
け
る
資
本
の
.限
思
効
率
は
、
.勞
働

供

給

や

資

本

.の

旣

存

蓄

積

量

と 

、.

.

.

い
つ
た
客
觀
的
耍
素
に
依
存
す
る
の
で
は

'な
く
、
.現
在
並
.び
.に
期
待
さ
れ
る
個 

' 

-
. 

'
.

別

需

要

農

と

、
.旣
囊
備
の
蚀
質
お
よ
び
購
入
可
能
な
こ
：れ
■に
替
え
得
る
別 

、

’

種
の
設
備
と
.に
依
存
す
る
。：
さ
ら
に
、
..
-そ
の
需
要
農
は
完
全
雇
用
所
得
水
準

:- 

,

.

の
如
き
い
か
な
る
規
範
と
も
結
合
す
る
こ
と
は
.で
き

な

い

。^ -
全

雇

用

所

得

水 

.準
杖
幾
許
の
餘
剩
勞
働
カ
が
利
用
さ
れ
る
か
に
依
存
し
、
後
者
は
幾
許
の
投
資 

l
;.
f

.'
:.
:

が
實
際
に
行
わ
れ
る
か
に
依
存
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、-
こ
の
水
準
は
不
決
定
で 

.

摩
'.

：'

あ
る
。
 

■ 

■ 

• 

-

' 

.

利
子1

•に
つ
'い
て

は

、

ケ
ィ
ン
.ズ
や
新
古
典
派
が
認
め
た
よ
.ぅ
な
投
資
に
對 

す
る
支
配
力
は
か
い
と
考
え
る
。
そ
も
そ
も
投
資
の
限
界
効
率
表(

贤
用
と
讀

. 

待
收
：益
の
流
れ
と
の
關
係
と
し
て
の)

.は
所
得
水
準
に
依
存
し
、
し
た
が
つ
て 

投
資
の
.水
準

に

依

存

す

る

.も

の

で

あ

る

か

ら

、
.
■
，
ラ

グ

理
論
を
別

と

ず
れ
、は
、
そ 

れ
は
投
資1-

を
決
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
限
思
効
率
が
高
く
且
つ
上
昇
し
つ 

V 
, 

っ
ぁ
る
の
は
投
資
が
す
で
に
上
畀
し
っ
フ
ぁ
る
か
ら
で
、
利
子
率
の
騰
貴
は
投

.資
の

上

昇

傾̂

>
阻

み

得

な

い。
：::
.
:

で
'は
投
資
め
背
後
に
..
あ

る

窮

極

の

，
主

導

力

は

何
か

。.
こ
'と
に
シ
ュ
ム
ベ
ー
タ 

1
0登
場
.す
る
場
面
が
殘
さ
れ
て
い
る
の
：で
あ
.る
？
シH) 

Aベ
I
タ

ー

，
の

分

析
 

は
新
古
服
振
の
.理
論
に
基
づ
く
も
の
で
は
.あ
る
が
、
投
資
者
の
行
動
に
積
極
性
. 

を
與
え
た：

黯
が
異
女
る
。
ヶ
ィ
ン
ズ
に
せ
よ
新
古
典
派
に
せ
よ
、
狡
資
需
要
は 

投
資
計
靈
：'の
：ス

ト

ッ

ク

の

存

在

に

：
よ

っ

て

生

，み

だ

さ

れ

る

。

'し
か

し

、
.
こ

れ

ら 

の
計
®
の
着
手
は
む
し
ろ
企
業
の
ル
ー
.テ
ィ
ン
.
ヮ
I
ク
■に
乘
つ
た
も
の
.で
.あ 

り
、：

客
觀
的
經
濟
條
件
が
有
利
に
な
れ
ば
.自
動
的
に
着
手
さ
れ
る
も
の
で
あ 

る

。

シ
：
ュ
ム

：：

ベ—

'タ
ー
は
こ
れ
と
異
な
る
。
い
か
.な
る
時
に
も
實
行
す
れ
ば
有 

.利
で
あ
る
べ
き
發
明
、
'經
營
手
段
が
種
々
.あ
る
が
、
た
だ
.そ
の
實
行
は
有
利
な 

經
濟
條
件
に
對
す
る
自
動
的
反
應
と
し
て
起
る
の
で
，ば
な
い
。
そ
れ
は
企 

の
ヴ
ィ
ジ

H
ン
.に
.侯
た
：ね
ば
な
.ら
ぬ
。：
新
古
典
派

•
ヶ
ィ
：ン
ズ
型
の
企
業
は
利 

子
■率
が
數
パ
ー
セ
ン
，ト
低
下
し
た
.と
き
に
投
資
を
行
お
う
と
す
る
よ
う
な
翻
で 

あ
る
。
シ
ュ
ム
ぺ
ー
タ
の
企
.業
は
資
金
を
借
入
れ
て
全
く
新
し
い
事
業
を
創 

造
し
、
へ
.一
擧
に
財
產
を
造
り
だ
す
の
で
あ
る
。
.

T
t

丨
.シ
ァ
ル
的
財
產
は
複
利 

か
ら
患
ら
れ
、
シ
ュ
ム
。へ
ー
タ
ー
的
財
產
は
資
本
刹
得
か
ら
造
ら
'れ
る
。」

：

'ゾrl_

ム
。へ—

タ
ー
の
景
氣
變
動
論
を
こ
.こ
に
紹
介
す
る
耍
は
な
い
で
あ
ろ 

う

。
，
彼

の

理

論

に

は

ニ

.っ
の
.難
辦
が
：見
い
だ
さ
れ
る
。

一
っ
は
> 
自
發
的
貯
蓄 

は
企
に
よ
つ
て
の
み
な
さ
れ
る

と
.

い
.う
、

甚
だ
ユ
.
_
1
丨
ク
な
彼
の
貯
蓄
の 

定
義
か
ら
生
ず
る
。
.
.
ヶ
ィ
ン
ズ
の
M
!̂
で
の
貯
蓄
を
導
入
す
る
.な
ら
ば
、
完
全 

雇
用
水
维
以
下
に
お
け
る
ィ
ノ
ヴK

ィ
シ
ョ
ン
な
き
均
衡
が
得
ら
れ
る
，。
デH 

ゥ
ゼ
ン
ベ
リ
'が
も
っ
ば
ち
ハ
タ
セ
'
.ンの
見
解
で
あ
る
.と
い

う

と

こ
ろ
.で
は
、
景 

氣
循
環
が
シ
ュ
ム
'ぺ
ー

タ

ー

的

形

態

を

と

る

.と
し
.て
も
、
各
循
環
は
失
業
に
始 

ま
り
失
業
に
終
る
も
の
y
な
る
で
あ
ろ
う
。

，

顯

；

:

第
二
の
難
辦
は
シ
ュ
ム
ぺ
ー
タ
.丨
模
型
が
完
全
雇
用
の
み
な
ち
：ず
進
步
を
も 

保
證
す
る
こ
と
で
.あ
る

。

ィ
ノ

ヴ

エ

ィ

シ
.ョ

ン
，は
八

あ

ら

ゆ

る

資
源
が
完
金
に 

利
用
さ
れ
て
い
る
か
ら)

、

實
質
所
得
を
增
加
.せ
し
め
る
。
'
と
こ
ろ
.が
、
.
.ケィ
V 

シ
ズ
横
型
に
は
進
步

.の
保
證
が
な
い
：の
で
あ

る

。
；
ゾ
ュ
ム
ぺ
ー
タ
ー
の
經
濟
發 

展
論
を
ケ
ィ
ン
ズ
的
所
得
決
定
横
型
の
上
で
い
か
.に
展
開
す
る
か
、
こ
れ
が
豫 

想
さ
れ
る
炙
の
課
題
と
な

る

で
あ
ろ
う
？

：

.

:
二

.
f

理
論
へ
の
前
進

：

.

.
消
費
函
數
を1

定
と
す
れ
ば
、
®

の
投
資
ゼ
ロ
に
お
け
る
水
準
は
.常
に
同 

1

、で
あ
る
。
こ
れ
は
長
期
.

(

'一
人
當
り)

，實
質
所
得
水
準
の
上
：昇
傾
向
に
一
致 

し
な
い
。
不
況
か
ら
の
恢
復
が
ゼ

P
投
資
水
準
か
ら
開
始
さ
れ
る
と
.し
た
な
ら 

ば
、
い
か
な
：る
循
環
過
程
..
に
；お

い

て

も

恢

復

は

す

べ

て

同

 
一i

^r
員
水
準
か 

:

ら
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
慮
か
ら
な
さ
れ
，
 

た
消
費
函
數
の
新
た
な
展
開
は
、
デ
ヱ
ゥ
ゼ
ン
ベ
リ
の
上
述
«
で
行
わ
れ
た
.と 

こ
ろ
で
あ
り
、
彼
の
い
う
ラ
手
干
ッ
ト
効
果
を
も
.つ
翼
函
數
は
，
循
環
的
成 

長
の
解
析
的
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

.

.

と
の
よ
う
なi

l
g

數
の
修
芷
の
上
に
立
つ
.ケ
ィ

ン

ズ

に

お

い

て

、
シ 

^
ム
ぺ
ー
タ
I
的
企
粗
動
は
い
か
な
る
動
態
過
程
を
ひ
き
起
す
で
あ
ろ
う 

か
。
'デ
ュ
ゥ
ゼ
ン
べ
リ
め
分
析
の
焦

^
は

^
氣
ひ
上
向
轉
換
黯

.に
當
て
.ら
れ

る
0
' ノ 

' 

.
,
:
.
'
, 

‘ 

.

,ま
ず
不
況
の
過
程
に
お
い
て
所
得
水
準
は
、
㈠
麗

函

數

の

性

質(

循
環
過 

程
で
は
讓
は
過
去
の
最
高
所
得
永
準
に
依
存
す
る)

：と
、
㈡
總
產
出
高
'の
非 

常
に
低
い
水
準
に
お
.い
て

な

お

：
且

つ

，金

業

が

有

利

と

考

え

る

授

資

の

.量

と

に

よ 

つ
て
決
定
さ
れ
る
所
得
水
準
ま
で
減
少
す
る
。
第
二
の
要
素
は
主
と
し
て
技
術

デ
ュ
ゥ
ゼ
ン

Y

リ

の

投

資

理

論

'

進
歩
の
大
い
さ
に
依
存
す
る
。
.總
需
要
水
準
が
低
く
て
も
若
干
の
新
生
產
物
が 

生
產
さ
.れ
各
で
あ
ろ
う
し
、
、
そ
の
結
果
需
要
の
移
動
め
た
め
；に
若
干
の
產
業
は 

高
氷
準
の
操
業
を
續
け
る
か
膦
張
す
ら
も
し
ノ
新
設
備
を
購
入
す
る
か
も
し
れ 

な

^

'そ
.の
場
合
、
■技
靈

步

の.

或
る
も
の
は
非
常
に
費
用
節
約
的
で
あ
つ 

て
、
企
業
は
產
掛
水
準
が
低
ぐ
て
4;
'新
設
備
を
_
入
し
、
そ
の
,

効
率
的
な 

設
備
の
み
を
利
用
す
る
.こ
と
'に
な
る
で
あ
ろ
う
。：
技
術
進
涉
か
ら
導
か
れ
る
投 

資
量
は
一
初
期
段
階
で
は
小
さ
い
。

.し
か
し
時
と

.と
も
に
技
術
進
步
は
#
ま
さ 

れ
、
次
第
に
多
ぐ
の
企
業
が
授
資
に
着
手
す
る
に
至
る
。
こ
れ
が
產
出
高
增
大 

の
契
機
と
な
る
。
：

ジ 

デ

ュ

ゥ
：ゼ
シ
べ
リ
の
と
り
上
げ
た
.の
は
景
氣
轉
換
の
始
發
因
と
し
て
シ
ュ
ム 

ぺ
.丨
タ
ー
.的
..
ィ

/-
ヴ
..エ 

'ィシ
■.ョ
ン
を
認
め
る
と
い
う
、.
耍
す
る
に
投
資
決
意
に 

お
け
る
意
欲
的
耍
棄
、volit

s-n
a
y
e
l
e
m
e
n
t

を

强

調

す

る

.と

い

う

こ

と

に 

-

あ

^;
の
，.

で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
費
用
節
約
的
技
術
進
步
を
授
資
函
數
に
陽 

表
的
に
と
り

上
げ
た
こ
と
が
、
彼
の
ユ
ニ
ー
ク
な
貢
酿
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

な
ぜ
な
.ち
、
：上
述
の
始
發
因
.に
よ
.る
當
初
の
產
出
高
增
加
が
極
め
：て
小
で
あ
る
. 

場

合

、

そ

れ

'
が

景

氣

を

一
擧
に

上

昇

過

程.に
轉
換
さ
す
.に
足
る

.ー0

の
加
速
度 

作
用
を
ひ
き

起
す
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

. 

•

產

出

高

水

準

め

上

昇

は

.次

の

 
一
.

I

っ
の
場
合
に
分
け
：て
考
察
さ
れ
る
。
.第
一 

.
•に、
.舊
產
出
水
準
で
投
資
が
有
利
で
あ
っ
た
企
業
は
、
若
干
の
增
加
を
み
た
新 

產
出
水
準
で
.も
段
資
.を
有
利
と
す
る
に
ち
が
い
な
い
。.
«
產
出
水
準
で
最
も
効 

:

率

，の

低

：い

設

備
^
,蓮
轉

費

用

を

大

き

^

^

約

す

る

よ

う

な

新

設

備

に

街

替

し 

た
場
合
、
舊
設
備
は

-*
'
應
保
存
さ
れ
る

,0
產
出
水
準
の
增
加
は
と
の
_
設
備
を

- 

も
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
す
る
.が
、
前
同
樣
こ
れ
を
再
び
新
設
備
に
よ 

つ
.て
代
替
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。

，
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.三
，由
學
會
雜
誌
第
四
十
九
卷

.第

三

號

,'
•;
'

•

,

る
。
產
出
水
準
の
增
加
は
$

の
低
い
設
備
を
再
び
利
用
す
る
こ
と
に
な
る 

が
ぺ
そ
れ
汰
り
は
は
る
か
祀
費
用
節
約
的
な
新
設
備
に
代
零
る
方
が
有
利
で
パ 

あ
り
、
新
投
資
が
行
わ
れ
る
。

;: へ

こ
の
よ
う
に
、
.產
出
水
準
の
增
加
は
舊
水
準
.で
於
資
し
た
企
業
に
再
び
投
資 

せ
し
め
る
と
と
も
に
、
舊
水
準
で
は
投
資
し
な
か
っ
た
若
干
企
業
を
も
新
設
備 

<
授
賛
す
名
に
茧
ら
ふ
め
名
。
當
.初
の
產
出
高
上
昇
に
<
ら
べ
產
出
高
の
ー
1次 

的
上
界
は
、
若
干

<IK
業
が
新
た
に
設
備
投
資
に
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
そ
ぅ 

大

で

あ

ろ

.5
'°
こ
の
遍
程
が
繼
續
す
る
こ
と
は
、
加
速
度
係
數
が(

經
濟
全
齔 

に
つ
い
て
非
線
塑
で)

漸
次
大
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
所
得
が
適
當
な
水 

準
ま
で
上
得
す
る
と
、
全
企
業
が
技
術
進
步
に
よ
る
投
資
過
程
に
參
加
す
る
狀 

態
に
到
達
す
る
。
と

.

.の辩
•か
ら

、.'
'
'
,
■
一

 .

般
の
乘
齔
•
加
速
度
係
數
の
交
互
作
用
が 

景
氣
土
昇
の
適
當
な
分
析
要
具
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。

デH

ゥ
ゼ
シ
ベ
リ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
模
型
は
上
向
轉
換
が
始
ま
る
と
き
に
產 

業

ご

と

に

設

備

過

剩

度

が

相

異

な

る

と

い

ぅ

假

定

に

基

づ

ベ

模

型

に

類

^

し

て 

い
る
が
、
次
の一

一
黯
で
異
な
る
。
㈠
加

遽

度

原

理

の

.基

本

的

な

考

え

方

を

そ

こ 

な
わ
ず
にcapacity

槪
念
の
不
備
を
免
れ
て
い
る
こ
と
。
㈡
投
資
決
意
に
お 

け
る
意
欲
要
素
と
技
化
の
重
耍
性
が
强
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

.

+景
氣
恢
復
の
强
さ
は
技
術
變
化
の
、犬
い
さ
と
產
業
間
の
分
葙
と
に
依
存
す 

^
0
す
'な
わ
.ち
、.
當
初
の
技
術
進
步
に
よ
る
費
用
節
約
の
程
度
が
犬
な
る
ほ 

ど
、'
 

新
設
備
と
®

す
べ
き
舊
設
備
の
量
於
犬
と
■な
り

、
.
し

た

が

っ

て

當

初

の 

新
投
資
の
大
い
さ
は
大
で
あ
る
。
.X

企
業
で
利
用
さ
れ
る
各
種
設
備
は
設
置
年 

代
が
異
な
り
、
設
備
が
新
し
い
ほ
ゼ
費
用
節
約
的
と
な
る
順
序
で
荐
在
す
る
こ 

と
が
假
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。)

ま
た

#
胄

_

に

廣

く

技

術

進

步

の

可
‘

.
 

三
0 

(
一

九
八)

:

能
性
が
拧
あ
权
た
^
て
认
る
技
^

#:
初
の
窗
水
準
增
加
：の
新
役
賛
及
ぼ 

す
効
果
は
大
き
い
。
し
た
が
っ
て
、
投
資
の
波
及
効
果
の
犬
い
さ
は
各
產
業
に 

お
け
る
技
術
變
化
の
大
い
さ
に
依
存
す
る
と
と
も
に
、
潜
夜
的
技
術
變
化
の
產 

:業
間
分
布
の
程
度
に
依
存
す
る
.も
の
.で
あ
る
。
恢
復
過
程
.は
技

術

進

步

の

.賢

現
 

せ
ら
れ
石
程
度
如
何
に
おD.'

て
、.
强
カ
に
所
得
水
增
を
上
昇
せ
し
.め
る
こ
'と
も 

あ
り
、
中
途
で
挫
折
す
る
こ
と
も
あ
る
。
不
況
か
ら
の
强
カ
な
恢
復
と
い
う
も 

.の
は
決
し
て
必
然
的
な
：も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
.'
,

V

加
連
度
原
S
の
基
本
的
な
考
え
方
を
そ
こ
な
わ
ず
に
、c

a
p
a
c
i
t
y

概
念
の 

不
備
を
免
れ
た
と
す
る
黯
に
っ
い
て
は
、
別
の
論
文
[2
1
に
表
わ
さ
れ
た
、
彼
の

個
別
的
投
資
碗
數
め
’形
を

見

る

の

が

早

道

，で

あ

ろ

う

0.
以

下

ご

.く

簡

單

に

紹

介

す
る
0
 
'
 

'

企
業
は
設
置
年
代
や
技
術
進
步
の
程
度
を
異
に
す
る
各
種
の
設
饊
を
敗
有
す 

る
で
あ
ろ
.う
。
老
朽
化
や
技
術
進
步
の
相
M
f

っ
て
、
舊
設
備
は
新
設
備
に 

く
ら
べ
て
費
用
節
約
的
と
い
う
辦
で
劣
つ
て
い
る
も
の
と
考
え
れ
ば
、
企
業
の 

當
面
す
る
債
格

'.
費
用
興
造
と
技
術
狀
態
の
下
で
、
企
業
が
經
濟
的
見
地
か
ら 

利
用
可
能
な
一
定
設
備
群
が
確
定
す
る
と
と
も
.に
、
こ
れ
ら
の
設
備
に
つ
い
て 

設

置

年

代

に

對

應

し

て

經

濟

性

の

，優

劣

の

Bi
序
が
つ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ 

こ
で
、
こ
の
經
濟
性
の
下
限
も
定
ま
.り
、
そ
れ
は
年
代
に
お
い
て
最
舊
設
備
に 

屬
す
る
。.

*

 
■

こ
の
最
舊
設
儷
群
の
屬
す
る
設
置
年
代
を
た
期
と
し
、.fc
を

(

經
濟
的
見
地 

か
ら
み
た)

，
：

「

限

界

設

備

域

」

，
と

呼

ぶ0
.-
限

界

設

備

域

の

變

化

は

技

術

進

步

に 

相
對
的
で
あ
る
。
新
設
備
は
技
術
的
に
す
ぐ
れ
て
お
り
、
從
來
の
も
の
以
上
に 

費
用
節
約
的
で
あ
..る
。
新
設
備
：ぬ
投
資
を
し
て
も
、
そ
れ
が
以
後
の
經
常
費
用 

.を
節
約
す
る
な
ら
ば
、
.八
止
業
.と
し
，
て

は

ゎ

り

が

合

ぅ

の

で

ぁ

る

。

技

1

步

に

よ
る
費
用
節
約
の
程
度
が(

新
設
備
の
投
資
費
用
と
く
ら
べ
て)

大
き
け
れ
ば
.

:

大

き

，
い

ほ

ど

、

襲

備

群

で

新

設

備

に

置

換

す

る

こ

と

が

■
罾
的
に
可
能
な
%■ 

の
は
そ
れ
だ
け
大
蛰
と
な
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
限
界
設
備
域
の
變
化
の
犬
い 

さ
は
技
術
進
步
の
結
果
と
し
て
の
費
用
節
約
の
程
度
に
比
例
す
る
と
い
う
こ
と 

で
あ
る
。

つ
'ま
々
、
.
.費
用
贩
約
.の
程
度
が
大
き
い
.ほ
^

.

限

界

設

備

域

の

左

期
 

は
4
現
在
の
期
に
接
近
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

' 〔

た
と
え
ば
一
企
業
が
設
屘
年
代
の
镇
い
も
の
か
ら
順
に
A
、

B
、

c
、

D
、

,
Eの
設
備
を
も
つ
て
い
る
と
す
る
。
，し
た
が
つ
て
.こ
の
||
1
に
罾
用
_
め
の
@

^

‘ 

.は

低

く

な

る

も

の
-̂
考
え
る
。
新

-̂
い
技
術
に
よ
る
新
設
備
を
.こ
れ
‘ら
に
置
換 

_す
れ
ば
、
.そ
の
投
資
費
用
に
'つ
い
て
は
、
.結
局
年
々
の
節
約
費
用
が
大
き
い
ほ
.
，
 

.ど
、
連
か
に
一
冗
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
.
.元
を
と
る
の

.に
み
は
a

.

.

年
'、
B
、…

…

E
は
そ
れ
ぞ
れ
&
、…

…

e
年
と
す
れ
ば
、
p
A
h
A…

…
o

 

'

で
ぁ
る
？
費
用
節
約
の
妻
が

.投
資
費
用
に
く
ら
べ
て
相
對
的
に
大
ぎ
い
ほ
，

:

ど
、
.，
こ
：
の

库

數

は

び

、

：
：

.ふ
を
通
じ
て」

一:

體
，に

黎

す

る

。

.
:

■

■'

へ
卜
も
し
企
業
の
生
產一

S

寶
計
靈
が
全
く
そ
'の
日

ぐ

ら

し

で

將

來

.の

豫

想

が

た 

:た
炎
い
ゐ
ら
ば
、：

す
な
わ
ち
主
觀
的
な
計

®
期
間
が

«-
年
に
：滿
た
な
い
な
ら

.

ば
、
企
業
は
費
用
i

的
新
設
備
と
い
え
ど
も
採
用
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
計
畫 

期
‘間
が
遠
い
將
來
に
わ
た
つ
て
、
す
な
わ
ち

e
年
を
超
え
る
な
ら
ば
、
.す
べ
て 

の
|

を
觅
¥

る
が
も
し
れ
な
い
：。
も
し
計
蠻
期
間
が
.な
年
と
6
年
の
中
間 

:
:な
ら

ば

、
：：
在

お

よ

び

6
を

更

新

す

る.で
あ

ろ

う

。

亡

め

最

後

の

：場

合

、
，
企

業

が

. 

-當
面
し
た
新
技
術
に
相
對
的
な
限
界
設
備
域
は
写
の
設
匮
年
代
で
あ
名
。
興
え
，..

.
ら

れ

た

許

晝

期

間

の

下

モ

、

.も
七

一

兀

を

ど

る

期

間

：

3̂̂
0
沌

^
62.
0
<
1
>
が
一
.
.
. 

體
に
も
っ
と
輝
く
な
れ
ば
、

0
も
ま
た
更
新
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

ハ
：リ
ン
：
■

今

限
^

|

^

- #

域
と
ぃ
ぅ̂

は

、
、
霧

備

禱

を

聚

期

間

,:
^

評

顰

搿3

デ
ュ
ウ
ゼ
シ
ベ
リ
の
投
資
理
論

間
と
の
相
對
性
に
ょ
っ
て
.決
ま
る

.の
で
あ
る
*〕
.
：

.

.

.

.

.

.

.

.
'

.

,い
ま
ネ
期
に
お
け
る
企
業
の
產
出
高
を
0,
と
し
、

*
期
に
.お
け
る
新
設
備
の 

_
入
を
1/
と
し
、

I/
は
產
出
能
力(capac

i
t
y
)

で
測
る
こ
と
に
し
、
0,
と
1/ 

と
.の
次
筇
を
ー
'致
さ
せ
る
。
そ
う
す
る
と
、
役
資
函
歡
は
次
の
三
個
の
形
で
與 

え
ら
れ
る
。
'

(
1

)
;

 

O

IV
.

M
fド

：

k

 

k

 

k

m

 

f

 

;
P
<
M
I
' 

. 

'

(3) 

f
 

p
 
丨
M
r:.
M

P

A

P

A

M

ぐ

凇

と

ぃ

;5
-の
.は
.新

設

備

が

出

現

し

た

場

合

の

相

對

的

な

限

界

設

備

域

の

變

化

を
 

表
お
す
。V
'
;
:
: 

:

,.
:

-

V

.

も
っ
.と
も
一
般
的
な
⑴

の
場
合
に
っ
い
て
み
る
と
、
新
投
資
は
前
期
の
產 

出
量
か
ぢ
：今
期
の
產
出
量
へ
の
增
加——

加
速
度
投
資
と
も
い
う
べ
き
も
の 

p

l

M

e

——

に
依
存
す
る
と
と
も
に
.、
今
期
の
新
設
備
に
當
面
し
て
變
化

し
た
限
思
設
備
域
に
術
お
：わ
れ
る
設
備
群
.

Q

產
出
量
に
、も
依
存
す
る
。
す
な
わ 

;

ち

限

界

設

備

域

の

變

化

に

ょ

..っ

て

新

た

に

こ

の

域

に

含

ま

れ

た

設

備

の

產

出

能 

力
を
お
.ぎ
な
う
だ
けQ

新
設
備
投
資
を
行
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
：技
術
進
步
が
，
 

な
け
れ
ば
说
は
ゼ
ロ
で
、
イ
ノ
ヴ
ュ
イ
シ
ョ
ン
に
よ
る
^

は̂
行
わ
れ
ず
、
も

つ
：
ぱ

：ら

加

畫

原

理
.の
み
が
作
用
す
る
。
”
こ
'
.
:
. 

、

;

.

.

.
'
.

今

期

.C
O
產

出

量

が

前

期

の

產

出

量

...に

及

ば

な

く

 

■
て
.も
、
も
し
費
用
節
約
的
な 

新
設
備
の
出
現
加
限
I

備

域

釔

る

な

ら

ば

> 
段

資

拟

梵

能

屯

ぁ

る
。
-'
.

• 

' 

•
. 
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行
わ
れ
る
と

い

う

：

AJ

と

を

、
，腸
表
的
に
と

り
八
れ
た
の
が
特
徵
.で

あ

る。

:

,

こ

の

ー

投

賛

歷

に

お
.いて
、

.投
資
は
產
出
物
單
位
に
よ
る

I
が

^

ベ
.で
侧 

，ら
れ
て
い
.る
。
こ
の
.こ
と

は

、
：
藝

備

の

大

い

：さ

が

時

譽

り

產

出

高

に

對

し

. 

て

分

割

可

能

で

あ
^
こ
：
と

を

暗

に

示

し

て

い

る

。
：
.
も

し

新

設

備

が

分

割

可

能

で 

な
•い
と
す
九
ば
、
1

備
は
與
ぇ
ら
れ
だ
產
出
高
'に
.っ
い
.て
宓
ず
し
本
芷
常
な 

:
完
全
操
業
狀
態
に
あ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
'し
た
.が
.っ
て
興
え
ら
れ
た
產
出
高 

.に
っ
い
：て
、
;.
平

均

生

產

費

は

：完

全

操

業

時

の

：
平

均

生

產

費

よ

i

く

、

.'.
往

々

に 

し

て

：
か

な

り

高

く

な

る

で

あ

ろ

t
。
デ
.
.ュゥ
ゼ
ン
べ
リ
の
函
數
で
：は
、
こ
れ
は 

^
を
小
把
ず
ー
る
、
往
々
に
し
：て
ゼ
ロ
に
す
る
.と
い
う
影
響
を
與
え
一
るか
ら
、
新 

.技

.術
が
必
ず
し
も
投
資
を
誘
引
す
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
.0新
設
備
が
時
間
當
り
、
 

產
讯
高
を
非
常
に
高
め
.る
場
合
に
'は
、
豫
想
さ
れ
た
市
場
需
耍
も
.か
な
り
大
き
. 

.
く

擴

張

，さ

れ

ね

ば

投

資

は

行

わ

れ

な

い

。

.

.こ
の
こ
と
は
後
進
國
.に
お
.け
：'る資
本 

'形
成

に

っ

：
い
.て
、

.
ヌ
ル.ク
せ
：が
指
摘
し
.た
市
場
の
狹
隘
.と

い

う

こ

と

に

す

:

る

雇

で

.
ぁ

る

々

_ 

二M

ゥ
ゼ
ン
べ
.リ
の
投
資
函
數
を'み
れ
ば
、
景
氣
の
上
向
轉
換
ば
今
期.の
：產 

出
高
水
準
が
新
.«
兩
限
捧
設
備
域
の
中
間
に
來
た
と
こ
ろ
に
：求
：め
ら
：れ

る

(

式 

(3
))

。

す
な
わ
ち
I

術
の
導
入
に
よ
つ
て'舊
設
備
を
新
設
備
に
：更
新
す
る
と 

と
が
經
濟
的
.に
'可
能
な
場
合
で
.あ
る
。
し
.か
し
、
.費
用
節
約
的
た
ィ
ノ
ヴ
ェ
ィ 

.シ
ヨ
ン
が
客
觀
的
に
計
第
さ
れ
る

pay-off p
e
r
i
o
d

の
比
較
に
ょ
っ
で
、
技

.き

.い
か
小
さ
い
か
は
、
.新
技
術
の
導
入
に
'よ
.る 

<導
入
.の
た
.め
の
-新

役

資

に

相 

對
的
な)

.費
用

親

：の
客
觀
的
大
い
さ
に
依
存
す
る
と
.と
も

に

、

企

藝

.
の

計
 

:靈
跳
間
に
本
依
存
す
る
と
と
は
、
前

.に
見
た
ー
と
：お

ヶ

で

.あ
る

。
^
|
|
^
の

計

靈 

へ
期
間
は
企
继
箸
め
主
觀
的
豫
見
に
支
配
.さ
れ

る

。

し
：た

が

り

て

、

も

し

，

_

が 

あ
.ま
り
に
不
確
實
な
ら
ば
計
蠻
期
間
は
短
縮
さ
れ
る
：.で
.あ
ろ
5
。
さ
ら
に
、
將

：
 

- 來
.

の
#
見
と
と
も
に
投
資
費
金
：め
制
約
も

計

®

期

間

に

影

響

す

る
，重
要
な
要
素 

で

あ
.ろ
.う
。
.
.資
金
が
制
約
さ
れK

い
：る
企
業
に
.と
づ
て

は

役
資
を
最
も
有
利
な 

■リ%-
0-
に
局
限
す
る
結
果
と
な
る
。
ま
た
生
產
計
靈
•
在
庫
計
晝
を
縮
少
し
て
經 

'
常
的
な
債
務
を
減
少
す
石
こ
と
も
考
^
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

:

、
同

時

に

、

客

献

的

な

費

用

麗

の

程

度

'の
..
計
箅
す
ら
も
、
興
え
ら
れ
た
經
常 

'產
此

高

水

準

が

將

來

に

わ

：た

.つ
て
雜
持
さ
れ
る
も
の
と
'假
定

さ

れ

な

.け

れ

ば

な 

ら
な
い
。
ず
な
わ
ち<5

は
將
來
に
わ
た
つ
て
豫
遞
さ
れ
だ
經
常
產
出
高
水
準
で 

あ
る
0 :

:
へ
.
.
.
'

し
た
が
つ
.て
、
新
以
い
技
術
の
發
展
に
よ
る
新
設
備
の
出
現
は
景
氣
.の
上
向 

轉
換
汝
可
能
に
す
る
テ
ク
一〖

ヵ
ル
な
要
0
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
が
現
實
に 

企
.業
に
導
入
さ
れ
る
た
め
.{-
-
.は
、
そ
の
.よ
^
'な
誘
因
を
す
す
ん
.で
.利

用

し

よ

う 

と

す

る

企

業

者£
思

欲

的

要

素

を

反

映

し

た

：、

主

觀

的

計

畫

期

間

に

關

す

る

決 

意
が
伴
わ
な
け
れ
ば
.な
ら
な
い
。

■-

デ
ュ
.ゥ
，
ゼ

ン

，ベ

リ

め

投

資

理

論

か

ら

得

ら

れ

る

結

論

は

、

不

況

の

底

に

お

け 

る
投
資
が
イ

ノ

；

■.ヴ
エ

イ

シ

，ョ

ン

に
.よ
る

費

用

節

約0:
程
度
と
、
イ
ノ
ヴ
エ

イ

シ
 

ョ
ン
.利
濶
に
對
す
る
主
觀
的
期
待
.：と
の
油
^'
晚
大
.い
さ
に
よ
つ
て

決
ま
る
、
と

■ 

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
主
觀
的
期
待
が
い
ち
じ
る
し
く
不
_

な
ら
ば
、
費
麻 

節
約
む
程
度
の
か
な
り
大
き
な
新
設
備
の
み
に
投
資
は
限
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
M

，く ̂  ‘

ー：一

田
學
會
雜
誌
‘
笫

四

十

九

卷

第

三

锻

I

、

.

，
 

三

气

.

(

二
0
0
.

) 
•

⑶
式
が
ぶ
れ
を
示
す
。
そ
れ
に
も
達
し
な
い
場
合
に
の
み
投
資
は
⑵
の
ょ
ぅ
に
術
的
に
行
わ
れ
る
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
。
新
舊
兩
限
界
IHX
.備
域
の
開
き
が
大

ゼ
.•ロ 
水
準
'に
，'̂
ど
ま
る
。
' 

• 

,

.

.

.

.

. 

,
,

デ
.：ュ^
.ゼ
ン

べ

リ

の

授

資

菡

歟

は

陽

表

的

に

：
は

有

の

形

を

：と

る

が

、
；
間

題

は

.

た

お

ょ

び:^
の

値

を

い

：か̂決

定

す

る

が

に

，が

扣

：
つ

.：て
：
い

を̂で
.ぁ
る

：。

加

聲..

度
原
理
の
.作
用
し
な
ぃ
景
氣
局
面
に
.ぉ
ぃ
て
も
、
'
'
々
が
可
變
的
な
ら
ば
投
資
が.

，主
觀
的
期
待
が
比
較
的
確
實
な
ら
ば
、
か
な
9
の
範
圍
に
わ
た
っ
て
新
設
備
に 

,對
す
る
投
資
が
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。•
主
觀
的
期
待
の
確
實
性
は
需
要
の
產
業 

間
移
動
に
よ
っ
て

.受
動
的
に
.
.も
た
ら
さ
れ
る
の

.み
で
な
く
、

新
生
產
物
の
創 

造
、

販
寶
技
術
に
よ
る
商
品
の
差
別
化
等
に
よ
っ
て

.積
極
的
に
生
み
だ
さ
れ 

る
。 

.

■ 

•

か
く
し
て
總
產
出
高
水
準
の
全
般
的
低
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
少

く

と

も

或

. 

る
產
業
な
い
し
企
業
は
新
投
資
を
有
利
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
5'
.な
新
投 

■
資
が
.景
氣
の
.轉
換
.を
可
能
に
す
る
か
ど
う
か
は
、
潜
在
的
な
、
.技
術
の
水
準
と

. 

そ
の
分
布
に
依
存
す
る
で
あ
ろ
う
。

景
氣
の
恢
復
に
關
し
て
は
、
デ
ュ
ゥ
ゼ
ン
べ
リ
の
所
説
は
お
そ
ら
く
、
ヒ
ッ 

、
ク
ス
理
論
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
資
本
の
生
產
力
の
內
在
的
な
恢
復
過
程
を
認
め
.. 

る
立
場
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
完
全
雇
用
水
準
に
お
け
る
所
得
と
資
本
と 

の
技
術
的
比
率——

資
本
の
潜
在
的
生
產
カ
，

一

と
現
實
の
有
効
生
產
力
と
の 

ギ
ァ
ッ
。ア
が
資
本
の
喰
潰
し
に
よ
っ
て
埋
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
投
資
の 

可
能
性
の
潜
在
的
蓄
積
を
意
味
す
る
が
、
蓄
積
さ
れ
た
投
資
機
會
が
實
現
す
る
： 

た
め
に
は
、

さ
ら
に
役
'資
の
た
め
の
誘
因
が
必
耍
で
あ
る
。(

こ

の

こ->
は

デ 

ュ

ゥ

ゼx

ベ

リ

のi

理

論

に

お

.
い

て

一

そ

う

明

瞭

に

觀

取

で

き

る

と

考

え

ら 

れ
る
。

景
氣
の
恢
復
過
程
が
所
得
の
舊
ピ
}
ク
水
準
に
達
す
る
と
、

--
,
•過
去
の

■ 

最
高
^

に̂
依
存
す
る」

と
い
う

^

の̂
ア
フ
タ
I 
•
エ
フ
工
ク
ド
は
消
滅 

し
、
.
i

.は
所
得
と
比
例
し
て
.上
#
す
る
.nj
'
^
iが
.與
え

G
れ
る
。
し
か
し
、

.

.

.
こ
.め
可
能
な
^

機̂
會
を
^

者̂
が
す
す
ん
で
利
用
し
實
現
す
る
た
め
に
.は
、
.：
 

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
•
エ
フ
ュ
ク
ト
と
い
う
理
論
的
表
現
で
興
え
ら
れ
る 

:
.
1意
欲

が

加

ゎ

ら

ね

，ば

な

，ら

な

.ぃ
*0
ー
ー
っ
の#
双
を
^
間
的
：
察
間
的
慣
習

デ
ュ
ゥ
ゼ
ン
ベ
リ
の
投
資
理
論

.形
成
と
し
て
位
相
的
に
同
，一
視
す
る
こ
と
は
經
濟
學
的
論
理
で
は
な
い
。) 

« 

役
資
行
爲
は
、
潜
在
的
に
存
在
す
る
.投
資
機
會
の
企
賺
に
よ
る
利
用
と
解 

せ
ら
れ
る
。
潜
在
的
な
投
資
機
會
は
資
本
蓄
積
の
增
大
と
と
も
に
一
般
的
に
は

減
少
す
る
と
考
え
ら
れ
る

-
資
本
に
.關
す
る
收
益
遞
^

-
が
、
同
時
に
產

出
高
水
準
の
增
大
を
も
た
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
增
加
も
す
る

-
規
模
に
關
す

る
收
益
遞
增——

で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
潜
在
的
投
資
機
會
が
利
用
さ
れ
る.

= 

か
否
か
は
、
將
來
に
關
す
る
企
業
者
の
期
待
と
資
金
に
よ
る
制
約
條
件
に
依
存 

す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
期
待
が
單
に
樂
觀
的
、
あ
る
い
は
悲
觀
的
で 

あ
る
-と
い
う
こ
.と
で
は
、
.
用̂
が
.延
期
さ
れ
る
か
早
め
..
ら
れ
'る
か
を
說
明
す
る 

に
す
ぎ
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
個
々
の
企
,

の
^
く
期
待
|

罾
密
に 

は
期
待
の
要
素
と
し
て
の
不
確
實
性——

は
、
企
業
者
の
意
欲
に
よ
っ
て
改
變 

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。.期
待
要
素
は
改
變
さ
れ
る
も
の
と
し
て
企 

，：
 

I

の
前
に
あ
る
。
投
資
行
爲
は
不
確
裹
を
改
變(

な
い
し
囘
避)

し
よ
う 

二 

と
す
る
企
i

意
欲
と
客
觀
的
投
資
機
會
と
の
相
對
的
關
係
を
表
現
す
る
も
の 

| 

で
な
け
れ
ば
な
ら
处
い
。
 

一 

デ
ュ
ゥ
ゼ
ン

.ベ
リ
の

.把
資
理
論
は
い
ま
だ
そ
の
片
鱗
を
う
：か
が
.い

知

る

に

す

.■ | 

.ぎ
な
い
の
.で
あ
る
が
、
投
資
行
爲
に
お
け
る
念
i

意
欲
の
强
調
と
い
う
黯
に 

一
 

關
し
て
、
新
た
な
投
資
理
論
の
定
式
化
へ
：の

す

ぐ

れ

た

示

唆

を

も

た

ら

し

て

い'
I

 

■る
と
考
え
ら
れ
る
。
.
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: 

j  

■

 

■

.
,

,■
:

.

.

■ 

■

ぐ
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-

 

.

 

i

 

註
本
文
中
に
紹
介
を
こ
こ
ろ
み
た
デ
ュ
ゥ
ゼ
ン
ペ
リ
の
論
文
は
次
の
ニ

.っ

で

.

.

j

あ
る
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oqical 
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r
;

c
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a
Boq
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n
d

 D
y
n
a
m
i
c

 J
M
C
O
d
e
F

.-prepared for the I
n

p
u

t
-
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o
u
t
p
u
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e
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 oi co
n
f
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c
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e
s
e
a
r
c
h 

s I
n
c
o
m
e

一'
 

a
n
d

 Wealth, 

October 1952. 

、

.

:

-

慕

：
*
.
'
'
：
ド

 

雨
論
文
と
も
と
こ
に
記
述
し
た
以
上
の
廣
汎
な
內
容
と
興
味
あ
る
.示
.唆
と 

;

r 

を
含
ん
で
い
る
も
の
で
、
こ
こ
に
は
投
資
行
爲
の
觀
點
か
ら
そ
のj

部
分
に 

.

.

.

.

.
>

て

. 

焦
點
を
ぉ
い
た
も
の
で
あ
る
。
論
文
閱
詖
の
機
會
は
福
阀
助
教
授
の
好
意
に

■ 

T:-
:
'>
:

.よる
も
の
で
あ
つ
た
。

 

. 

.

■ 

-

〔

特
別
寄
稿

〕
.

.
安

藤

昌

益

の

身

元

と

遺

稿

に

づ

き

て

彼
は
江
戶
生
れ
で
.
あ

っ

た
，
■

昌
益
の
末
孫
は
ど
こ
に
い
る

？

.

.

.

V
緒

言

.

.

.

.

 

.

.

.日
本
が
世
禅
に
誇
り
得
る
唯
一
の
獨
創
的
大
思
想
家
と
狩
野
亨
吉
博
士
が
«
 

讚
さ
れ
た
安
藤
昌
益
に
っ
き
て
ば
、
彼
の
遺
稿
百
卷
九
十
ニ
册
の
大
著『

自
然 

，眞
營
道』

が
狩
野
博
士
に
ょ
.っ
て

發

見

さ

れ

て

以

来

、

あ

ら

ゆ

る

方

面

、
_
,
あ

ら
 

ゆ
る
方
法
で
硏
究
さ
れ
た
が
、
そ
の
身
元
も
生
い
立
ち
も
さ
っ
ぱ
り
分
ら
な
か 

っ
た
。
：
と
こ
み
が『

自
然
眞
營
道』

の
發
見
か
ら
五
十
.七
年

目

に

、

昌

益

は

.江 

戶
櫻
田
で
生
れ
た
こ
と
か
ら
，
夂
や

ii
ハ
夂
の
名
ま
で̂
つ
.て
®
だ
。
彼
の
未
孫 

の
出
現
す
る
.の
も
、
そ
ぅ
遠
い
未
來
で
は
な
か
ろ
ぅ
。
こ

の

.文

.
は

狩

野

博

士
 

が
昌
益
に
っ
き
て
如
何
に
苦
心
硏
究
さ
れ
た
か
の
一
.端
を
語
.り
、
ま
た
他

0 -
駕 

學
者
た
ち
が
殆
ん
ど
總
立
ち
の
努
カ
硏
崩
の
經
過
等
を
略
敍
し
'て
、
.
さ

ら

に

世 

の
有
志
家
た
ち
が
昌
益
の
米
孫
探
し
遺
稿
探
し
に
.志
さ
れ
る
方
々
の
參
考
に
供 

す
る
た
め
に
つ
づ
る
の
で
あ
る
。

'
ニ
、
.安
藤

昌

益

と

は

ど

ん

な

人

物

か

•

ま
だ
！€
益
を
御
欢
知
な
い
カ
々
の
た
め
に
、
か
い
つ
ま
ん
で
^
上
げ
る
と
、
 

资
藤
ロ2 ：

溢

の

身

元

と

造

稿

に

っ

き

て

• 

■

渡名

邊ミ

彼
は
今
か
ら
二
百
五
十
餘
年
前
の
f

中
期
、
す
な
わ
ち
享
保
か
ら
親
曆
年
代 

.に
か
け
て
生
活
し
て
•い
た
人
物
で
あ
る
が
、
當
時
の
敎
學
た
る
儒
教
、
佛
敎
、
 

神
道
、
切
支
丹

.(

キ
リ
ス
ト
敎)

等
を
徹
底
的
に
批
判
し
て
、
こ
れ
ら
を
す
べ 

て
不
耕
賓
食
渚
の
も
て
あ
そ
ぶ
愚
民
政
策
の
補
助
具
に
過
ぎ
な
い
と
見
た
の
で 

あ
る
。
そ
し
て
神
君
^
:
家
康
を
不
耕
貪
食
の
大
ボ
ス
で
あ
り
撺
取
の
主
體
と 

見

て「

奴
歌」

と
の
.の
し
っ
た
。
こ
の
，こ
ろ
は
外
國
で
も
農
奴
を
當
然
の
存
在 

と
考
え
て
い
た
の
に
、..昌
益
は
生
命
の
糧
を
っ
く
る
農
業
の
装
だ
重
ん
ず
べ
き 

こ
.と
、
從
つ
て
農
玲
自
身
の
自
重
す
べ
き
と
と
を
カ
說
し
、
.農
を
本
と
す
る
民
. 

主
主
義
を
唱
え
た
の
で
あ
る
。
な
お
そ
の
上
に
、
物
事
を
相
對
的
に
見
る
べ
き 

こ
と
を
㈱
吧
し
、
絕
對
的
存
§

を
ゆ
る
さ
な
か
つ
た
黙
は
、
ア
ィ
ン
ス
タ
ィ 

ン
博
士
の
湘
對
性
理
論
を
思
い
合
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
性
關
係
に
っ
ぎ
て
は
. 

一
夫
一
婦
の
和<1

ロ
を
理
想
と
.し
、
1
一
夫
數
婦
は
野
馬
.の
業
な
り
と
評
し
た
。
彼 

:の
思
想
に
は
今
の
社
會
主
«

共
產
主
義
的
分
子
を
多
量
に
含
ん
で
い
石
が
：、
 

■そ
の
主
張
と
.實
行
方
法
に
は
大
差
が
あ
る
。
昌
益
は
，あ
く
ま
で
平
和
論
者
で
、
 

f

わ
が
道
は
兵
.を
語
ち
ず
、
：
わ
れ
爭
わ
ず」

と

，い

い

、

暴
力
沙
汰
や
冷
戰
的
手 

;段
を
排
斥
レ
た
。
'
:
,
話
せ
ば
ゎ
か
る
主
義
で
じ
ゅ
ん
じ
：ゅ
ん
.と
し
て
非
戰
論
を
說
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